
 

サービス管理責任者及び児童発達支援管理責任者の配置に係る猶予措置の延長

並びに既存事業所における児童発達支援管理者の経過措置修了について 

 

※平成３０年３月１９日時点で国から示されている通知等をもとに作成したものです。 

 

〈改正点〉（児・者共通） 

  平成３０年３月３１日で施設開設より１年間の実務経験による研修受講のみなし

期間の終了の予定でしたが、平成３１年４月より研修の見直しが行われることに伴い、

平成３１年３月３１日まで延長することとなりました。 

 （別添１） 

 

 （例１）施設開設・・・平成２９年６月１日の場合 

    平成３０年３月３１日までに研修を受講する必要がありましたが、告示の改正 

により、平成３０年５月３１日までに研修を受講することとなります。 

 （例２）施設開設・・・平成３０年６月１日の場合 

    平成３１年３月３１日までに研修受講をする必要があります。 

 

〈児童発達支援管理責任者〉 

  既存事業所（平成２９年３月３１日までに開設され、その時点において児童発達支 

援管理責任者として配置されている者であった場合に、改正前の告示における実務経 

験を満たしている場合に平成３０年３月３１日までの間は配置ができる）につ 

いての経過措置は平成３０年３月３１日をもって終了する予定です。（別添２の項目 

３より） 

 

●どの実務経験が該当するかは、告示及び県が出している実務経験一覧表をご覧 

ください。 

 

〈欠如した場合〉 

 速やかに障害福祉サービス課への報告を行うこと。並びに早期での欠如解消に向けて

対応して頂くため、書面（任意書式）にて欠如の理由や今後の対策等を記載したものを

併せて提出頂くことを検討しております。（参考資料） 

 

資料20-1(午後) 平成30年3月22日

障害福祉サービス等に係る事業者説明会

千葉市障害福祉サービス課



 



 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 



 

 

 

 

 



 
 

 

 

 


